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技術の背景と内容 
 超低濃度な内分泌攪乱化学物質（有機ハロゲン化合物など）による環境汚染・破壊は大きな問

題となっている。 
排水中のフタル酸エステル類、有機ハロゲン化合物（四塩化炭素、クロロホルム、有機塩素系

農薬、ダイオキシンなど）、有機金属、すなわちトリブチル錫などは非常に低い濃度であるにもか

かわらず、その動物および人類への影響は無視できない。 
したがって、これらの内分泌攪乱化学物質（環境ホルモン）の無毒化・無害化の技術が必要と

されており、その開発を行っている。 
技術の特徴 

内分泌攪乱化学物質（有機ハロゲン化合物等）の無毒・無害物質への変換のために、フタル酸

エステル類、有機ハロゲン化合物・・・四塩化炭素、クロロホルム、有機塩素系農薬、ダイオキ

シンなどを光触媒（酸化チタン、針鉄鉱（ゴウサイト）およびフェントン反応を利用した技術を

開発した。 
関連特許出願状況、実施例、技術に関する重要論文 
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